
  

 

 

 

2023/03/09 共生・共育集会 お礼の言葉 

特別支援学校の先生方から分校についての説明を詳しく聞くことが 

できました。 ありがとうございます。 

そして今、この場はドキドキであふれています。特別支援学校富士 

東分校を開校させようというドキドキと、それを迎え入れようとする 

東高側のドキドキです。どちらも初めてのことなので、期待でいっぱいです。 

私は、特別支援学校生と、東高生は、４月から仲間になるということで、 

難しいことではないと考えます。 

私たちは、それぞれの良さや、色とりどりの特性を持っています。 

だから、仲間の良いところに目を向けていきたいです。 

さて、今日までは、事務的なことや校舎の環境を先生方が整えてくださいました。 

これからは、私たち東高生と分校生の出番です。分校生は、お客さんでなく、 

ここで生活するメンバーです。お互いに新しい仲間を迎え合って、生活して気づいた 

ことを伝えたり、提案したり、直接質問したりしながら、みんなが生活しやすい環境に 

なるよう、再構成して膨らめていきましょう。 

分校の先生方、私たちは見えない壁は作りません。機会があれば、私たちにも勉強を教えてく 

ださい。そして、一緒に毎日を楽しみましょう。よろしくお願いします。（2年 久保田かりん） 

2023/04/12 対面式 歓迎の言葉 

富士特別支援学校富士東分校の皆さん！ はじめまして、こんにちは。 

私は31ホームルームの久保田かりんです。 

  可愛い可愛い新１年生に会えるこの場を、期待と不安が心の中で見えたり隠れたりしながら、 

それでもやっぱり楽しみに待っていました。 

ようこそ！ ここは、分校も東高も一緒に使う、運動場です。 

昨年度の３月９日に富士特別支援学校の先生から、皆さんの先輩が、木や紙テープ、布等を 

使って作り物をしたり、校舎はもちろん、市役所や会社をきれいにして、 街の人たちが気持ち 

良く過ごせる場所づくりをしたり、自立して生活していけるように、毎日を過ごしていると聞き 

ました。皆さんは、今やってみたいと思っていることが、卒業する時にはできるようになってい 

ると考えると、ワクワクしますね。そんな大事な、社会に出る一歩手前の時を皆さんが過ごすの 

は、開校したばかりの、この富士東分校です。朝から夕方まで、１日の大半の時間を過ごす 

場所です。大好きな場所になってほしいです。 

そこで提案ですが、校舎もつながっていて、運動場だって、図書室だって、一緒に使 

う私たちと、学校づくりをしませんか？ 私たちらしく色付けたり、膨らめたりして 

みましょう！ 私たちの前例はないから、今はまだ困りごとが分かりません。 

問題はたくさん出し合いましょう。それを一緒に考えて一緒に解決しましょう。 

時には高校生っぽくハジケまくって、一緒に楽しいこともしたいです。 

写真もいっぱい撮りましょう。難しく考えないで、高校生同士の言葉で、 

高校生同士の空気感で、進めてみませんか？ 

大事なポイントは、私たちはきっと、いつの間にか仲間に 

なれるっていうところで、一緒に進めるってとこです。 

私たちの関係は、「富士東」で学ぶ仲間です。ぜひ、ぜひ、末永くよろしくお願いします。 

（３年 久保田かりん） 


